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擇 捉 島 の ハ ツ カ ネ ズ ミ に 就 て

昭 和 七 年＋ 二 別 峰 鵝 紗 胸 燃 倉 灘
一

氏 か らか ね て 依鰰 の 鴫 の 鼠 三 匹 を寄驟 糠 。内．．
四 婀 島 醂 局の 人 ・ に よ t）・pli＃ ・p よ り 探 集 S ＃ た ド ブ 獄 ・ で あ り，勘 の 二 陬 嫁 よ 縣 集 sa し

た ハ ツ カ ネ ズ ミで あ る
。

　北 日本 の ハツ カ ネ ズ ミは 黒 田博 士 に よ リ研 究 され ， 大 正 十 三 年 に 幌莚島 よ リ チ シ マ ハ ツ カ ネ ズ ミ AfUS
n．u ”ile7i・

・is　 ］｛uR ・D・ 嚥 告あ リ ， 更嘲 和 三 年 ・・購 圭 は 北海道の ハ・ ” t，ズ ， を 本州産 の もの よ 嘔

別 S　tzエ ゾ ノ ’ 励 ネ ズ ・ 伽 頗 ・S・i・… 　V．… en ・is　 KvRoDA と命名 3t ・た
．
　wa 島は 地理 的 に 北離 と

隴 助 輔 に 位 し・從 つ て 該 地齣 … カ ネ ズ ミ 瀰 種 の い つ れ 矚 す る か は 興嚇 繝 題 と思 は れ
た・筆 者 の 許 に 遑 ら t・ k2ec 品 は 共 e・k で あ り一四 城 獣 他 は 羈 で あ る。

本 標 品 は 鯔 長 碗 長 よ り も短 い 黥 び 腹 SSの 純 白色 畷 鳳 胆 見 チ ・ ・ … カ ネ ズ 、 嶇 別 ・・。．iL
る ・ 叉 鞭 融 糟 並 噸 骨 の あ 砂 る點 よ 鉢 州 及 北 黼 の … V・　＊ ズ ・ に 類 似 を 示 す ． 更 に 詳細 、

鞭 品 と 北 黼 齢 淋 ・ カ ネ ズ ・ と を 比 較 す るの に 本ec品 は 黒 囀 士 に よ り菁己轢 糠 エ ゾ ． 、ツ ヵ

ネ ズ ミ の 轗 と す る
・ 背部の 馳 の 點疎 部畩 白 色（冬毛 ）の 黜 尾 の 下 面艶 の 點並 に 後 足 長 帳 い

點 の v’つ れ に も該當す る と こ ろ を持 た ず，即 本 標 品 は 本 弸産 の ハツ カ ネ ズ ミ Mus 　morossinus 　morossinzts

TEMMINC 瓦 et 　Sc肛 EGEL と全 く同種で あ る こ と を知 る
。

元 來 ノ’ツ カ ネ ズ ミ 鵬 舶 と共 に 舳 P・瀕 し得て ，雌 的 頒 飜 ず る 上 で 價値 少 蝿 の e3b て ゐ
る が 懌捉島の ハ ツ カ ネ ズ ミ も本州 よ り何 等 か の 人 爲で 持 ち 運 ば れ た もの と推察 され る

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳 田 御 稔 ）
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　　　　　　Mikrophotographie　と pho七〇micrography

英 語 曙 か 1’ k 邦胴 學 諸氏の 敝 ・・顯髏 （的 ） 寫眞 を 添 へ て 之 を　 ・nicr ・ ph 。t。9，aph と呼 ん で 説

明 し て あ 勧 喫 硯 受 け ・ h：・私 は 之 礙 義蝣 つ 嘱 ・調 逸 語 で は ｝・ikr・ph 。・。9，。phi， 又 は

1　tikreph °t°9・a … m
・ イ欄 西 ta−e も mif ：r・・h… g・aphi ・ 娘 い ・・1 、 英 語 で 云 破 、・な らば ph。t。

．
mic 「°9mPh と云 坊 が 正 しい

，
と 迄 は 行 ・ず と 砂 く と も よ り多 （慣鋤 で あ ら う， か と 思 つ て 居 る

の で あ る。

成程 英 語 の 黼 辮 つ rA ’
・ と 皿 i・r・P｝i・t・9・・ph を謂 1して 又 の 名 Ph ・t・ mi ・，。9，aph とe）　V ， 後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

者 噸 矧 ・
’
て 見 ・ と 又 の 名 と し て 前 者 をあ げ て あ つ て

， 儲 紬 個 格・諏 扱 つ て あ る ． と ． う が 流

石 に 蹴 町 Di・ti・ 1・ary 　 t・ は この 雨者は 測 司す べ か らず 覇 記 し て あ る。
顯 孅 術式 や 韻 術 の 本 に こ の 顯 纖 （白勺） 顧 の 灘 説・

・て あ 砺 合羨 國 綱 の 何 れ 鯛 は ず，
英 語 の 本な らば 常に ph ・t画 ・rag ・aphy の 字 を採 つ て あ U ，私 の cr見 で 雌 の 一慶 も miereph 。t。−

9・・phy と書 い た の を見 た こ Ett な い c

私 の 了解 す る限 ’）で は 難 で mi ・reph … 9・aph と云 ふ の は 顯徴 鰻 用 ひ て 撮 つ た 鰍 顛 で な く，

反 錬 瀬 孅 硯 なけ れ ば 妨 ぬ や う嬾 か い 縮 小 頗 と云 ふ 鰍 ・・ 使帥 て 居 る ． 即ち 手紙 を縮 寫
して 傳書鳩 に 携 帶於 嬲 合や ，べ ・ 軸 轍 り 柄 な どに 耡 ・

い 孔 を あ け て 鰤 込 ん だ，明 りに 向つ て 覗
い て 樂 し む 朽 1こ 作 つ た あ の 細か い 寫眞 な ど を 指 す の 樋 例で あ る

。 今手許に 數年前 の
・ Th 。

　B ，iti、h
J° u 「nal 　Pl ］・ t・gra・・phi・ A1 − a ・

”em し て 見 た が
， 之 1・ ml ・ r・ph ・ t・9 ・・phy と 題 し て 説 い て あ る 記
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